
１．流域の概要

大野川は、その源を宮崎県西臼杵郡祖母山に発し、竹田盆地を貫流し、緒方川、

奥岳川、平井川等を合わせて、中流峡谷部を流下し、大分市戸次において大分平

野に出て、さらに判田川等を合わせ、大分市大津留において乙津川を分派し、別府

湾に注いでいる。（図１参照）

その流域は、大分県の県都大分市をはじめとする2市13町4村からなり、大分・熊

本・宮崎の三県にまたがっている。また、その流域面積は1,465� 、幹川流路延長は2

107�である。

気候は、上流部が冷涼・多雨な山地型、中下流部が温暖な内海型気候区に属し、

年平均降雨量は2,200�程度で、特に台風による降雨が多い河川である。

流域の地形は、上・中流部で阿蘇熔結凝灰岩を多くの支川が侵食し、台地・丘陵・

谷底平野が錯雑する地形を呈しているのに対して、下流部では河岸段丘と沖積平

野が発達し、比較的平坦な地形を呈している。

流域の地質は、上中流部は阿蘇熔結凝灰岩が広く分布し、表土は黒色の火山灰

で覆われており、台地、丘陵、谷底平野が形成されている。下流部は、川筋に砂礫・

粘土等の沖積層が分布し、右岸山地は雲母片岩等の変成岩、左岸丘陵地は阿蘇

熔結凝灰岩と砂礫層等が分布しており、河岸段丘と沖積平野が形成され、比較的平

坦な地形を呈している。

流域内の人口は、昭和50年18万人、平成2年で20万人と増加傾向にあり、氾濫防

御区域内人口は7万人である。





２．治水事業の沿革

大野川の治水事業は、昭和4年直轄事業として、全体的な治水計画が樹立され、

犬飼における計画高水流量を5,000ｍ /sとし、大分市戸次より河口に至る区間のほ3

ぼ全川にわたり、堤防の築造、河道の掘削、浚渫を行い、水衝部には護岸，水制を

設置した。

その後、昭和18年9月、昭和20年9月と相次いで計画高水流量を上回る洪水に見

舞われたため、昭和21年に計画を改定し、基準地点犬飼における計画高水流量を

7,500ｍ /sとし、このうち1,500ｍ /sを乙津川に分派する計画に変更し、築堤、掘削、3 3

護岸、水制、乙津川分流堰及び高潮対策を実施した。

さらに、昭和29年9月、昭和36年10月等の洪水及び流域内の開発状況に鑑み、昭

和49年に基準地点を白滝橋とし、同地点における基本高水のピーク流量を11,000

ｍ /s、そのうち上流ダム群により1,500ｍ /sを調節して河道への配分流量を9,5003 3

ｍ /sとする計画を決定し、築堤、掘削、護岸、水門、樋門等、及び高潮対策を実施し3

た。







４．基本高水の検討

昭和49年に定められた工事実施基本計画（以下「既定計画」という。）では、以下

に示すとおり、基準地点白滝橋において基本高水のピーク流量を11,000m /sとし３

た。

計画の規模は、昭和29年9月、昭和36年10月と大規模な洪水が相次いだこと、①

流域の重要性等を総合的に勘案して、1/100と設定。

過去に発生した洪水の水文データを収集整理して確率処理を行い、基準地点②

の1/100確率規模に対応する、対象降雨量を485m m /2日と設定。

基準地点の基本高水は、代表的な降雨分布特性を有する主要８降雨を対象降③

雨量となるように引伸ばし、貯留関数法により流出計算を行い、最大値となる

11,000m /sに決定。３

その後、平成2年7月洪水及び平成5年9月洪水と、計画高水流量に匹敵する大洪

水が発生したこと等から、流出モデルの再整理をし、既定計画と同様にして基本高

水のピーク流量を算出した結果、11,000m /sとなることを確認した。３

さらに、その後の水理・水文データの実績等を踏まえ、既定計画の基本高水のピ

ーク流量について、以下の観点から検証を行った。

流量確率評価による検証①

相当年数の流量データが蓄積されたこと等から、流量データを確率統計処理

することにより、基本高水のピーク流量を検証。

既往洪水からの検証②

時間雨量等の記録が存在する実績洪水や過去の著名洪水を、各種条件の

下に再現が可能となったことから基本高水のピーク流量を検証。

１） 流量確率評価による検証

白滝橋上流は急勾配の山地河道であり、氾濫による影響がほとんどないこと、

また、治水ダムもないことから、基準地点の白滝橋において、昭和28年から平成9

年までの45年間の実績流量を用いて計画の規模に対する流量確率を算定し、基

本高水のピーク流量を検証した。

現在、一般的に使用されている確率分布モデルを用いて確率統計処理した結

果は、表４に示すとおり約10,100～14,200m /sとなる。３



表４ 1/100確率流量（白滝橋地点）

確 率 分 布 モ デ ル 確率流量（ｍ /s）3

一般化極値分布 11,700

グンベル分布 10,100

指数分布 11,800

平方根指数型最大値分布 11,800

対数ピアソン�型分布 13,200

対数正規分布（岩井法） 13,600

対数正規分布（クォンタイル法） 13,200

２母数対数正規分布（Ｌ積率法） 14,200

２母数対数正規分布（積率法） 13,500

２） 実績洪水による検証

洪水発生前に前期降雨があり、流域全体が湿潤状態になっているとすれば、よ

り大きな洪水流量が発生する可能性がある。昭和28年に流量を観測してから、既

往最大洪水は平成5年9月洪水の約9,400m /sである。平成５年９月洪水を対象３

に、流域が湿潤状態となっている場合を想定して計算を行った結果は、約11,900

m /sとなる。３

これより、平成5年9月の洪水は、流域の状態によっては約9,400m /s～11,900３

m /sとなりうることが推定される。３

以上のとおり、１）流量確率評価による検証、２）実績洪水による検証結果より、既

定計画の基本高水のピーク流量11,000ｍ /sは妥当と判断される。3



５．高水処理計画

大野川の河川改修は既定計画の9,500m /sを目標に実施され、人家が密集する３

大分市街地付近の堤防はほぼ完成し、既に乙津川への分流堰や橋梁、樋管等多く

の構造物も完成している。さらに、白滝橋下流部では、河川沿いに大分市臨海工業

地帯の発展と人口増加に伴う市街化が急速に進み、近年ではＩＣ・ソフトウェア等の

最先端技術分野の生産活動も盛んである。

このため、堤防の嵩上げや引堤による社会的影響等を考慮すると新たに河川幅

を広げることは現実的でない。また、大幅な河道掘削による河川環境への影響を考

慮すると、以下の ～ のとおり基本高水のピーク流量11,000m /sに対して、現在① ③ ３

の河道での高水処理可能量は9,500 m /sが限界である。このため、既定計画とおり３

1,500m /sは流域内の洪水調節施設に依存することとする。３

なお、1,500m /secに見合った洪水調節施設の配置の可能性を概略検討し、可能３

性があるとの結果が得られたが、具体的には、技術的、社会的、経済的見地から検

討した上で決定する。

堤防嵩上げ案①

本川の3/000～19/000にわたって約1.4m の堤防嵩上げが必要となり、破堤時の

被害を増大させ、堤防やその他構造物に対して外力増加をまねくなど、災害ポテン

シャルの増大となる他、国道10号等の橋梁を含む6橋の架替え、約140戸の家屋移

転が生じ、社会的影響が大きく、実現性が低い。

引堤案②

本川の6/400～19/000にわたって約70m の引堤が必要となり、既にほぼ完成して

いる堤防や橋梁、樋管等多くの構造物が撤去、新設となる他、約300戸の家屋移転・

国道10号等の橋梁を含む7橋の架替え等の問題が生じ、社会的影響が大きく、実現

性が低い。

河道掘削案③

本川の全川にわたって0.4～3.4m の河床掘削が必要となり、このような大規模な河

床掘削は、感潮区間の範囲を白滝橋上流左岸の取水施設上流まで大きく変化させ

るため、塩水遡上による取水障害や、産卵床の攪乱によるアユ等の生態系への影

響が甚大であり、国道10号等の橋梁を含む5橋の架替え等の問題と河床の維持管

理及び潮止め対策に多大な費用を要するため、実現性が低い。



６．計画高水流量

既定計画では、基準地点白滝橋での計画高水流量を9,500m /sとし、その下流に３

おいて乙津川へ1,500m /s分派し、本川流量を8,000m /sとする計画となっている。３ ３

大野川の現況は、乙津川への分流堰が完成し、乙津川もほぼ既定計画どおりに

完成していることから、図6のとおり基準地点白滝橋の計画高水流量9,500m /sのう３

ち、乙津川に1,500m /sを分派し、残り8,000m /sを本川に配分する既定計画の流量３ ３

配分と同様とする。

図６ 大野川計画高水流量図
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７．河道計画

河道計画は、以下の理由により現況河道を重視し、既定の縦断計画のとおりとす

る。

・堤防、低水路とも河口部から白滝橋上流部山付部の直轄管理区間全川にわた

って概成していること。

・既定計画の計画高水位に合わせて日豊本線鉄道橋（ＪＲ）、道路橋、水門、樋門

等の多くの構造物が完成していること。

・計画高水位を上げることは、破堤時における被害の増大等、治水安全度の点か

ら好ましくないこと。

・平成5年洪水において大野川本川の迫川，大谷川，派川乙津川の鴫園川，北鼻

川において床上浸水等の内水被害が発生している。よって、計画高水位を上げ

ることは内水被害を助長することとなり、好ましくないこと。

計画縦断図を図7-1、7-2に示すとともに、主要地点における計画高水位及び概ね

の川幅を表７に示す。

表７ 主要な地点における計画高水位及び概ねの川幅一覧表

河川名 地点名 河口からの距離 計画高水位 川 幅
（�） （T.P .m ） （ｍ）

大野川 白滝橋 14.8 15.49 300

大野川 鶴崎橋 2.8 5.95 370

乙津川 高田橋 6.0 7.18 210

注）T.P.：東京湾中等潮位






